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投
げ
捨
て
困
っ
て
い
ま
す

下
流
で
悪
臭
や
排
水
逆
流

　

あ
な
た
は
、
何
気
な
く
川
や
水
路
に
ご
み
を
捨
て
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
水
路
な
ど
に
捨
て
れ
ば
自
分
自
身

の
周
り
か
ら
は
、
ご
み
は
消
え
ま
す
。
し
か
し
捨
て
ら
れ

た
ご
み
は
、
無
く
な
り
は
し
ま
せ
ん
。
下
流
で
大
き
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
六
月
の
環
境
月
間
を
機
会

に
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

水路のスクリーン下のよどみに漂うごみ

大
事
な
役
目
を
も
つ
水
路

　

市
内
を
流
れ
る
水
路
に
は
、
生

活
排
水
路
、
流
雪
溝
、
農
業
用
用

排
水
路
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
防
火
の
た
め
の
取
水
源
と

し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
て
、
ど
れ

も
私
た
ち
の
生
活
に
無
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

水
路
に
少
し
で
も
異
常
が
あ
れ

ば
、
水
路
の
役
目
を
果
た
さ
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
水
路
の
分

岐
点
や
水
門
の
あ
る
個
所
に
ご
み

が
掛
か
っ
て
い
る
と
、
掛
か
っ
て

い
る
方
の
水
路
に
は
水
が
流
れ
に

く
く
な
り
ま
す
。
ひ
ど
い
と
き
に

は
、
全
く
水
が
流
れ
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

管
理
は
各
地
区
で
協
力

　

水
路
の
ご
み
の
撤
去
や
異
常
の

発
見
な
ど
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

水
路
が
流
れ
て
い
る
各
地
区
の
皆

さ
ん
に
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
市
で
も
、
主
に
市

街
地
の
水
路
を
中
心
に
巡
視
パ
ト

ロ
ー
ル
を
職
員
二
人
が
行
っ
て
い

ま
す
。
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
水
路

に
破
損
個
所
が
な
い
か
、
ご
み
が

掛
か
っ
て
水
の
流
れ
が
悪
く
な
っ

て
い
な
い
か
な
ど
を
点
検
。
ご
み

が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
場
で
回

収
し
ま
す
。

掛
か
り
や
す
い
分
岐
点

　

水
路
に
ご
み
が
掛
か
り
や
す
い

個
所
は
、
分
岐
点
や
水
門
が
あ
る

所
で
す
。
こ
れ
ら
に
直
接
ご
み
が

掛
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、

鉄
製
の
ス
ク
リ
ー
ン
（
格
子
）
を

設
け
て
あ
る
個
所
も
あ
り
ま
す
。

　

掛
か
っ
て
い
る
ご
み
の
七
な
物

は
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
ビ
ニ
ー

ル
性
の
買
い
物
袋
、
田
や
畑
の
あ

ぜ
を
刈
っ
た
後
の
草
、
肥
料
の
空

き
袋
、
農
業
用
の
マ
ル
チ
シ
ー
ト
、

庭
木
の
枝
切
り
く
ず
な
ど
で
す
。

ま
た
、
動
物
や
魚
の
死
が
い
、
漬

け
物
な
ど
生
ご
み
が
掛
か
っ
て
い

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

枯
れ
草
や
枯
れ
枝
な
ど
の
場
合

は
、
自
然
に
水
路
に
落
ち
た
も
の

が
大
半
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
前
述

の
場
合
は
、
不
注
意
に
よ
り
流
れ

た
も
の
、
あ
る
い
は
意
図
的
に
流

さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。

み
ん
な
で
啓
発

　

水
路
に
ご
み
が
掛
か
り
、
生
ご

み
が
腐
敗
し
悪
臭
を
放
っ
た
り
、

水
の
流
れ
が
悪
く
な
り
水
位
が
上

昇
し
て
家
庭
排
水
の
逆
流
や
水
路

か
ら
水
が
あ
ふ
れ
出
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

流
し
た
ご
み
は
、
消
え
た
り
し

ま
せ
ん
。
心
な
い
一
部
の
人
の
行

為
が
、
下
流
の
人
た
ち
に
迷
惑
を

掛
け
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

気
を
付
け
て
、
私
た
ち
の
美
し
い

ま
ち
を
守
っ
て
行
き
ま
し
よ
う
。

177117；Sコ

モラルの向上を

中核町2区

大山口徳男区長

　

私たちの地区は、市街地のやや下流側に位

置しています。区内の水路にもたくさんのご

みが流れてきます。なぜ、自分の出したごみ

は自分で最後まで責任が持てないのか、情け

無く思います。

　

行政に頼る前に、市民自らがモラルの向上

に努めるべき問題ではないでしょうか。



街申水路

半日パトロール

　

連休明けの5月6日の午前、市の職員の水路

パトロールに同行取材しました。当日の点検地

域は、市街地を中心に約40個所。その数個所で

の回収物を見てみましょう。

午
前
8
時
4
5
分
打
ち
合
わ
せ
の

　

後
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
の
改
装
車
に

　

乗
り
込
み
出
発
。

午
前
8
時
5
0
分
春
日
の
国
道
わ

　

き
で
。
ふ
た
を
め
く
り
、
買
い

　

物
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
発
見
。

午
前
9
時
少
し
下
流
で
、
底
に

　

沈
ん
だ
ベ
ニ
ア
板
を
引
き
上
げ

　

る
。

午
前
9
時
1
5
分
春
日
2
丁
目

　

で
、
水
路
分
岐
の
ス
ク
リ
ー
ン

　

に
掛
か
る
草
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

午
前
9
時
2
5
分
春
日
1
丁
目
付

　

近
で
、
分
岐
点
に
掛
か
る
肥
料

　

袋
な
ど
。

午
後
9
時
4
0
分
高
砂
町
で
。
ご

　

み
を
上
げ
る
と
漬
け
物
や
ビ
ニ

　

ー
ル
な
ど
が
。

午
前
1
0
時
5
分
ご
み
ス
テ
ー
ジ

　

ョ
ン
で
、
水
路
に
落
ち
そ
う
な

　

買
い
物
袋
を
回
収
。

午
前
1
0
時
2
5
分
明
倫
町
で
。
引

　

き
上
げ
た
袋
を
の
ぞ
く
と
、
魚

　

の
残
が
い
が
。

午
前
1
0
時
4
0
分
日
吉
町
で
。
水

　

路
の
中
に
人
つ
て
、
ス
ギ
の
枝

　

を
回
収
。

午
前
1
1
時
美
川
町
の
木
瓜
川
。

　

水
門
に
掛
か
る
木
片
や
発
砲
ス

　

チ
ロ
ー
ル
製
の
ト
レ
イ
な
ど
。

午
前
1
1
時
3
0
分
中
挾
町
で
。

　

地
区
の
人
の
協
力
で
上
げ
ら

　

れ
て
い
た
ご
み
。
木
の
枝
切

　

り
く
ず
や
パ
ン
な
ど
。

正
午
午
前
の
作
業
終
了
。
回

　

収
さ
れ
た
ご
み
2
5
0
ブ
は
、

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
。

六野地区消防署がら

　　　

お願い

　

大野地区消防署では火災に備え

て、職員が毎日2回、市街地の水

路を巡回しています。水路に水が

流れているか、基準以上の水量で

あるかを点検し、水量が不足して

いる場合には、水量の確保に努め

ます。

　

火災が起こった場合、消火のた

めの水は消火栓や防火水槽、水路

などから取水を行います。消火栓

や防火水槽の設置数は限られてい

るため、水路からの取水は欠くこ

とのできないものです。水路に水

を確保するために、ごみは水路に

捨てないようにしてください。



保育●母子保健サービスなど
鵬
奎
一
ジ
ー
ゼ
ル
プ
グ
ン
奄
策
衆

子
育
て
は
社
会
支
援
の
充
実
を

　

こ
の
ほ
ど
市
で
は
「
大
野
市
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
自
身
が
健
や

か
に
育
つ
社
会
、
子
育
て
に
喜
び
や
楽
し
み
を
持
ち

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
子

育
て
支
援
社
会
を
築
く
た
め
の
基
本
的
な
方
針
と
な

り
ま
す
。

委
員
会
で
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

　

国
で
は
、
平
成
六
年
十
二
月
に

「
今
後
の
子
育
て
支
援
の
た
め
の

施
策
の
基
本
的
方
向
に
つ
い
て
」

（
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
当
市
で

は
昨
年
九
月
、
保
育
所
や
幼
稚
園
、

学
校
、
保
健
関
係
者
な
ど
十
二
人

か
ら
構
成
す
る
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
保
育
所
、
家
庭

保
育
保
護
者
や
小
学
校
低
学
年
の

保
護
者
、
独
身
者
を
対
象
に
し
て
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
子
育
て
に
関

す
る
調
査
を
、
約
千
八
百
人
に
実

施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
基
に
、

子
ど
も
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ

こ
と
の
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

方
向
を
示
す
た
め
の
案
を
作
り
、

市
に
答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
今
年
三
月
、
市
で
エ
ン
ゼ
ル
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

原
点
は
家
庭
に

　

プ
ラ
ン
で
は
、
子
育
て
の
原
点

は
家
庭
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

子
育
て
支
援
を
国
や
地
方
自
治
体

は
も
と
よ
り
、
企
業
や
地
域
社
会

を
含
め
社
会
全
体
の
課
題
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

将
来
を
見
据
え
て
今
後
、
お
お
む

ね
十
年
間
を
め
ど
と
し
て
取
り
組

む
べ
き
課
題
や
目
標
な
ど
を
示
し

て
い
ま
す
。

五
つ
の
主
要
な
施
策

　

プ
ラ
ン
は
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
経

済
的
支
援
の
推
進
な
ど
五
点
を
主

要
な
施
策
と
し
て
い
ま
す
。
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

★
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

①
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
に
対

　

応
す
る
た
め
、
通
常
の
保
育
サ

　

ー
ビ
ス
の
充
実
と
と
も
に
延
長

　

保
育
を
は
じ
め
と
す
る
乳
児
保

　

育
や
一
時
保
育
な
ど
の
特
別
保

　

育
事
業
の
一
層
の
充
実
を
図
り

　

ま
す

②
人
口
変
化
に
応
じ
て
、
保
育
所

　

と
幼
稚
園
の
計
画
的
な
適
正
配

　

置
を
図
り
ま
す

★
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

①
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
の

　

整
備
を
推
進
し
ま
す

②
育
児
相
談
や
乳
幼
児
の
健
全
だ

　

発
育
を
支
援
す
る
保
健
事
業
の

　

充
実
を
図
り
ま
す

③
乳
幼
児
の
健
康
な
生
活
習
慣
の

　

確
立
と
支
援
を
行
い
ま
す

★
健
全
育
成
の
推
進

　
　
　

教
育
環
境
の
充
実

①
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
へ

　

の
意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す

②
児
童
館
や
保
育
所
を
、
子
育
て

　

に
関
す
る
地
域
活
動
の
場
と
し

　

て
提
供
・
支
援
し
ま
す

③
幼
児
教
育
・
家
庭
教
育
な
ど
教

　

育
環
境
の
一
層
の
充
実
を
図
り

　

ま
す

④
各
種
文
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活

　

動
の
活
性
化
に
努
め
ま
す

⑤
児
童
セ
ン
タ
ー
の
放
課
後
児
童

　

ク
ラ
ブ
の
活
動
内
容
の
充
実
を

　

図
り
ま
す

★
子
育
て
環
境
の
整
備

①
子
育
て
と
就
労
と
の
両
立
を
支

　

援
し
ま
す

②
女
性
の
再
就
職
を
支
援
す
る
情

　

報
提
供
や
相
談
な
ど
の
充
実
を

　

図
り
ま
す

③
遊
び
場
所
や
公
共
施
設
の
子
育

　

て
支
援
機
能
の
充
実
を
図
り
ま

　

す
★
経
済
的
支
援
の
推
進

　

子
育
て
家
庭
の
養
育
費
や
教
育

　

費
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す

　

市
で
は
今
後
、
こ
の
プ
ラ
ン
を

基
に
具
体
的
に
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

策定案の市長への答申
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幹
線
道
路
網
を
見
直
し

　

国
・
県
・
市
で
計
画
を
進
め
て

い
る
中
部
縦
貫
自
動
車
道
の
大
野

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、
市
街
地

北
東
部
の
中
津
川
地
区
に
設
置
さ

れ
る
こ
と
が
、
平
成
八
年
十
二
月

に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
に
連
結
す
る
ア
ク
セ
ス
道
路

と
将
来
の
市
街
地
拡
大
を
考
慮
し

た
市
内
幹
線
道
路
網
の
見
直
し
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
交
通

量
を
分
散
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
受
け
皿
の
大

野
イ
ン
タ
ー
線
と
東
縦
貫
線
を
新

設
、
市
街
地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

と
し
て
中
挾
中
野
大
橋
線
を
東
に

延
長
し
て
中
保
地
区
で
東
縦
貫
線

に
つ
な
ぐ
中
保
中
野
大
橋
線
と
す

る
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
あ
わ
せ
、

今
年
四
月
二
十
一
日
に
都
市
計
画

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
決
定
と
は
、
都
市
の

秩
序
あ
る
発
展
を
推
進
す
る
た
め

に
、
県
や
市
な
ど
の
地
方
公
共
団

体
が
住
民
の
意
見
を
聞
い
て
、
都

市
の
骨
格
と
な
る
道
路
や
公
園
な

ど
の
公
共
施
設
の
区
域
（
敷
地
）

を
定
め
る
も
の
で
す
。

東
縦
貫
は
将
来
国
道
1
5
7
に

　

現
在
の
国
道
1
5
7
号
沿
い
の

市
街
地
部
分
に
お
い
て
は
、
住
居

や
店
舗
な
ど
が
連
な
っ
て
い
て
拡

幅
が
困
難
な
状
況
で
す
。
こ
の
た

め
幹
線
道
路
と
な
る
東
縦
貫
線

は
、
将
来
の
国
道
1
5
7
号
と
し

て
南
新
在
家
か
ら
横
枕
、
堂
本
、

中
保
、
菖
蒲
池
を
通
過
し
、
吉
で

国
道
1
5
8
号
に
接
続
す
る
予
定

で
す
。
ま
た
、
市
街
地
を
取
り
囲

む
外
環
状
道
路
の
一
部
と
な
る
よ

う
に
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
概
要

は
、
延
長
が
約
四
、
九
三
〇
‐
、

幅
員
が
二
五
・
五
回
で
四
車
線
で
す
。

　

大
野
イ
ン
タ
ー
線
は
、
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
交
通
量
を
東

縦
貫
線
と
三
番
線
へ
分
散
さ
せ
る

た
め
の
道
路
で
す
。
延
長
は
約
四

九
〇
□
、
幅
員
は
二
五
・
五
‐
で

四
車
線
の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
保
中
野
大
橋
線
は
、

東
縦
貫
線
か
ら
市
街
地
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
路
で
す
。
延
伸
分
の
延
長

は
約
九
一
〇
口
、
幅
員
は
一
八
□

で
二
車
線
の
計
画
で
す
。

　

三
番
線
は
、
新
設
さ
れ
る
束
縦

貫
線
と
接
続
さ
せ
る
た
め
に
終
点

を
変
更
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
道
路
の
変
更
に
伴
い
、

関
連
す
る
既
設
道
路
の
交
差
点
の

一
部
変
更
と
中
保
中
野
大
橋
線
の

計
画
線
上
と
な
る
中
ノ
堂
公
園
の

位
置
の
変
更
な
ど
も
同
時
に
計
画

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

必
要
な
理
解
と
協
力

県
と
市
で
は
今
後
、
順
次
に
事

業
認
可
の
作
業
を
進
め
、
関
係
者

の
理
解
や
協
力
を
得
な
が
ら
事
業

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た

施
設
の
計
画
区
域
内
で
、
新
た
に

建
物
な
ど
を
建
築
す
る
場
合
に

は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
し
か
し
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
や
三
階
以
上
あ
る
建
物

な
ど
の
建
築
物
は
許
可
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
役
所
都
市
計
画

課
計
画
開
発
係
（
容
6
6
・
1
1
1

1
内
線
3
5
4
）
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

将来の幹線道路網計画



可燃ごみ量1割減少

分別収集結果ま？とまる

　

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
ご

み
分
別
収
集
の
一
年
間
（
平
成
九

年
四
月
～
十
年
三
月
）
の
実
績
が
、

こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

高
ま
る
リ
サ
イ
ク
ル
意
識

　

資
源
ご
み
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
二
十
七
万
千
五
百
本
、
重
さ

に
し
て
約
十
三
・
六
ブ
が
回
収
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
新
聞
紙
や
段

ボ
ー
ル
な
ど
古
紙
類
は
約
六
二

八
・
五
ブ
、
缶
類
は
約
二
二
四
・

七
ブ
、
空
き
瓶
は
約
二
六
三
・
九

ブ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

　

空
き
瓶
の
回
収
は
、
平
成
三
年

度
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度

は
、
八
年
度
と
比
べ
て
約
三
三
％

も
回
収
量
が
増
え
ま
し
た
。
分
別

収
集
の
実
施
に
伴
い
、
市
民
の
リ

サ
イ
ク
ル
意
識
が
高
ま
っ
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

家
庭
用
で
「
－
万
袋
以
上

　

表
に
示
す
よ
う
に
、
市
が
各
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
収
集
し
た

可
燃
ご
み
の
量
は
、
一
年
間
で
約

六
、
四
九
〇
・
四
ブ
で
し
た
。
こ

れ
は
平
成
七
年
度
と
比
較
す
る
と
、

約
四
二
四
。
六
（
一
ヵ
月
に
約
三

五
）
ブ
の
減
量
と
な
り
ま
し
た
。

八
年
度
と
の
比
較
で
は
、
約
六
九

五
・
八
（
一
ヵ
月
に
約
五
八
）
ブ

で
、
約
九
・
七
％
の
減
量
で
す
。

八
年
度
の
減
量
分
を
、
黒
色
や
青

色
の
家
庭
用
の
ご
み
袋
（
一
袋
で

五
プ
）
で
換
算
す
る
と
、
一
ヵ
月

に
約
一
万
千
六
百
袋
の
減
量
と
な

り
ま
す
。

1
日
2
1
時
間
の
稼
働
減

　

収
集
し
た
可
燃
ご
み
は
、
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
二
つ
の
焼
却
炉

で
処
理
さ
れ
ま
す
。
八
年
度
の
焼

却
炉
稼
働
時
間
は
、
二
つ
の
炉
の

合
計
で
約
四
千
三
百
三
十
四
時
間
。

九
年
度
は
約
三
千
八
百
三
十
六
時

間
で
、
八
年
度
に
比
べ
て
一
日
当

た
り
二
●
一
時
間
（
年
間
稼
働
日

数
を
二
百
四
十
日
と
す
る
）
の
稼

働
時
間
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
皆
さ
ん
の
ご
み
減
量

や
分
別
収
集
の
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

可燃ごみ収集量の比較
（単位：トン）

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト

愛
称
を
募
集

　

市
で
は
、
六
呂
師
高
原
ハ
イ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
西
側
に
昨
年
十
月
か

ら
建
設
を
進
め
て
い
る
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施
設
」
の
愛

称
を
募
集
し
ま
す
。

　

施
設
は
、
総
合
案
内
や
休
養
、

温
浴
（
ト
ロ
ン
温
泉
、
露
天
風
呂
、

サ
ウ
ナ
）
設
備
が
備
え
ら
れ
、
完

成
は
、
今
年
の
十
月
末
予
定
で
す
。

　

こ
の
施
設
の
テ
ー
マ
は
「
大
自

然
に
抱
か
れ
た
牧
歌
的
高
原
リ
ゾ

ー
ト
ラ
イ
フ
」
で
す
。
募
集
資
格

は
あ
り
ま
せ
ん
。
テ
ー
マ
に
ふ
さ

わ
し
い
個
性
豊
か
な
愛
称
を
、
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
規
定
応
募
用
紙
は
、
官
製

　

は
が
き
か
B
5
判
の
白
色
用
紙

　

▼
自
作
で
未
発
表
の
も
の
▼
1

　

人
で
何
点
で
も
応
募
可
能

応
募
方
法
応
募
用
紙
に
、
作
品

　

の
趣
旨
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

職
業
（
学
校
名
、
学
年
）
、
電

　

話
番
号
を
明
記
し
、
郵
送
か
持

　

参
締
め
切
り
7
月
3
1
日
参
（
消
印

　

有
効
）

審
査
大
野
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ソ

　

ー
ト
愛
称
作
品
審
査
会
を
設
け

　

て
審
査
▼
結
果
は
、
8
月
に
入

　

賞
者
に
通
知

表
彰
最
優
秀
賞
＝
I
点
（
表
彰

　

状
と
賞
金
3
万
円
）
・
優
秀

　

賞
＝
3
点
（
表
彰
状
と
賞
金
1

　

万
円
）
、
同
名
の
愛
称
が
多
数

　

の
と
き
は
抽
選

入
選
作
品
入
選
作
品
の
著
作
権

　

は
、
市
に
帰
属
し
ま
す

そ
の
他
愛
称
決
定
に
あ
た
っ
て

　

は
、
多
少
修
正
や
補
作
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
▼
応
募
後
の
作

　

品
は
変
更
出
来
ま
せ
ん
▼
応
募

　

作
品
は
お
返
し
し
ま
せ
ん

応
募
．
問
い
合
わ
せ
先
市
役

　

所
総
合
政
策
課
開
発
推
進
係

　

（
〒
9
1
2
1
8
6
6
6
福
井

　

県
大
野
市
天
神
町
1
－
l
≪
o

　

7
7
0
1
・
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
3
4
）

休養施設の完成予想図



エキサイティング

スポーツ

情T報

●
プ
ー
ル
始
ま
り
ま
し
た

　

市
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ

ー
ル
が
6
月
2
日
吉
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。
利
用
期
間
は
9
月
3
0
日

⑧
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
市
B

＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
4
・
1

3
1
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
子
供
・
親
子
水
泳
教
室

【
初
級
】

対
象
泳
げ
な
い
小
学
生

日
時
7
月
5
日
～
9
月
6
日
の

　

毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
3
0
分
～

　

H
時
3
0
分

定
員
3
0
人

保
険
料
4
5
0
円

【
親
子
】

対
象
5
歳
以
上
の
子
ど
も
と
親

期
間
初
級
教
室
と
同
じ

定
員
2
0
組

保
険
料
1
8
5
0
円

【
中
級
】

対
象
多
少
泳
げ
る
小
学
生

日
時
7
月
9
日
～
8
月
2
7
日
の

　

毎
週
木
曜
日
と
9
月
6
日
⑩
午

　

後
7
時
3
0
分
～
9
時

定
員
3
0
人

保
険
料
4
5
0
円

申
込
期
限
6
月
3
0
日
吉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
豊

　

6
4
・
1
（
j
1
1
）

●
夏
の
銀
杏
峰
登
山

日
時
7
月
1
2
日
⑧
午
前
7
時
～

集
合
場
所
宝
慶
寺
い
こ
い
の
森

　

駐
車
場

対
象
健
康
な
人
（
小
学
生
以
下

　

は
保
護
者
同
伴
）

定
員
5
0
人

参
加
料
5
0
0
円

申
込
期
限
7
月
2
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
阪

　

谷
公
民
館
（
a
6
7
・
1
1
1
1
）

●
市
総
体
夏
季
大
会

　

第
4
1
回
市
民
総
合
体
育
大
会
夏

季
大
会
が
6
月
H
日
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
地
区
代
表
選
手
に
力
強
い

声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
ゴ
ル

フ
ー
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
ー
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
・
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
は
公

開
種
目
で
す
。
各
種
目
の
日
時

・
会
場
は
次
の
と
お
り
。

【
ゴ
ル
フ
】
6
月
H
日
④
午
前
8

時
▼
フ
ク
イ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
】
6
月
1
4
日

⑨
午
前
9
時
▼
小
山
小
学
校
【
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
」
6
月
2
1
日
⑥
午
前

8
時
3
0
分
▼
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
6
月
2
1
日
面

午
前
8
時
3
0
分
▼
エ
キ
サ
イ
ト
広

場
「
卓
球
」
6
月
2
1
日
⑧
午
前
8

時
3
0
分
▼
開
成
中
学
校
【
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
】
6
月
2
1
日
⑨
午
前
8
時

3
0
分
▼
有
終
西
小
学
校
【
相
撲
】

6
月
2
1
日
⑧
午
前
9
時
▼
エ
キ
サ

イ
ト
広
場
「
エ
ス
キ
ー
テ
ニ
ス
」

6
月
2
1
日
⑥
午
前
9
時
▼
有
終
南

小
学
校
【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
6
月

2
1
日
⑥
午
前
8
時
▼
市
営
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
「
陸
上
」
6
月
2
8
日
⑥

午
前
9
時
▼
奥
越
ふ
れ
あ
い
公
園

●
N
O
S
A
‐

　

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会

日
時
8
月
2
日
⑥
午
前
H
時
間

　

分
～

場
所
勝
山
市
北
陸
製
薬
グ
ラ
ウ

　

ン
ド

参
加
資
格
高
校
生
を
除
く
1
8
歳

　

以
上
、
1
チ
ー
ム
女
子
2
人
以

　

上
を
含
む
5
人
以
上
で

参
加
費
1
チ
ー
ム
2
0
0
0
円

申
込
期
限
7
月
1
0
日
②

申
し
込
み
方
法
・
申
込
先
は
が

　

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
チ
ー

　

ム
名
、
代
表
者
の
住
所
と
全
昌

　

の
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
明
記

　

し
、
〒
9
1
1
1
0
8
1
1

　

勝
山
市
片
瀬
町
1
－
4
0
2

　

N
O
S
A
I
奥
越
、
フ
ァ
ク
ス

　

＝
8
8
・
2
1
5
8
ま
で
送
付

問
い
合
わ
せ
先
N
O
S
A
I
奥

　

越
（
容
8
8
・
2
7
0
0
）

施設｀
スポット

舶 有終公園

　

有
終
公
園
は
市
役
所
の
東
側
に

位
置
し
、
近
く
に
図
書
館
や
歴
史

民
俗
資
料
館
、
産
業
文
化
展
示
館

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
と
て
も
利
用

し
や
す
い
公
園
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

こ
の
公
園
は
、
春
日
二
丁
目
へ

移
転
し
た
有
終
南
小
学
校
の
跡
地

を
利
用
し
て
い
ま
す
。
特
色
あ
る

大
野
ら
し
い
公
園
と
し
て
「
水
、

緑
、
歴
史
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
昭

和
六
十
一
年
度
か
ら
平
成
こ
年
度

ま
で
の
五
年
間
、
総
事
業
費
約
一

億
四
千
万
円
を
か
け
て
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

公
園
の
北
側
に
あ
る
観
賞
池
は

大
野
市
の
豊
か
な
「
水
」
を
表
現

し
て
お
り
、
歴
史
民
俗
資
料
館
や

産
業
文
化
展
示
館
の
前
庭
も
兼
ね

て
い
ま
す
。

　

公
園
内
に
は
、
コ
ブ
シ
や
サ
ク

ラ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
植
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
木
々

は
「
緑
」
に
対
す
る
意
識
を
高
め

よ
う
と
、
市
民
か
ら
樹
木
の
寄
付

を
募
っ
た
結
果
、
五
十
人
余
り
の

人
た
ち
の
好
意
に
よ
り
集
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

公
園
の
東
側
は
「
歴
史
」
が
キ

ー
ワ
ー
ド
。
先
人
の
遺
徳
や
足
跡

を
し
の
び
、
歴
史
的
文
化
遺
産
を

後
世
に
伝
え
よ
う
と
大
野
丸
の
石

碑
が
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た

あ
ず
ま
や
で
は
、
幕
末
の
大
野
藩

の
偉
業
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
四
月
に
は
「
第
二
十
回

大
野
さ
く
ら
ま
つ
り
」
の
主
会
場

と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
催
さ

れ
、
満
開
の
サ
ク
ラ
の
中
、
大
勢

の
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

真
ん
中
に
芝
生
広
場
も
あ
り
、

平
日
で
も
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
が
よ
く
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
気
軽
に
来

園
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
都
市
計

　

画
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

3
5
1
）
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必
要
な
触
れ
合
い
の
場
づ
く
り

　
　

～
高
齢
者
健
康
調
査
か
ら
～

　

市
で
は
昨
年
度
、
市
内
の
六
十
五
歳
以
上
の
人
に
対
す

る
健
康
指
導
と
高
齢
者
保
健
福
祉
対
策
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
高
齢
者
健
康
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

ど
そ
の
結
果
が
ま
と
ま
り
、
報
告
書
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
こ
の
調
査
結
果
と
こ
れ
を
基
に
し
て
市
が
取
り

組
む
事
業
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
よ
う
。

約
9
2
％
の
回
収
率

　

調
査
の
対
象
者
は
八
千
五
百
七

十
二
人
。
都
合
に
よ
り
、
昨
年
度

は
こ
の
う
ち
六
千
六
百
四
十
二
人

に
調
査
表
を
配
布
し
ま
し
た
。
回

収
は
、
六
千
百
三
十
四
人
で
、
回

収
率
は
九
二
。
四
％
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
昨
年
度
に
配
布
で

き
な
か
っ
た
人
と
、
新
た
に
六
十

五
歳
に
な
っ
た
人
を
対
象
に
調
査

す
る
予
定
で
す
。

高
齢
者
の
実
態

体
の
状
態
半
数
の
人
が
、
元
気

　

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
寝
た
き

　

り
の
人
は
、
準
寝
た
き
り
や
重

　

度
の
人
を
合
わ
せ
て
四
●
七
％

　

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
。

　

九
％
の
人
が
あ
ま
り
外
出
せ
ず

　

に
、
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な

　

よ
う
で
す

痴
ほ
う
の
状
況
軽
度
は
三
・

　

五
％
、
中
度
は
二
・
五
％
、
重

　

度
は
I
・
七
％
で
す
。
家
族
が

　

回
答
し
た
場
合
と
本
人
が
回
答

　

し
た
場
合
が
あ
る
た
め
客
観
的

　

な
判
断
と
は
言
い
に
く
い
で
す

　

が
、
七
。
七
％
の
人
に
何
ら
か

　

の
症
状
が
あ
る
よ
う
で
す

安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
高
齢

　

者
に
な
る
と
活
動
範
囲
が
狭
く

　

な
り
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る

　

た
め
、
触
れ
合
い
の
機
会
や
人

　

と
の
交
流
や
集
い
を
求
め
る
意

　

見
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す

将
来
へ
の
不
安
寝
た
き
り
や
痴

　

ほ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

　

い
う
不
安
が
四
二
・
一
％
で
、

　

他
の
項
目
の
倍
以
上
の
人
が
あ

　

げ
て
い
ま
す
。
次
に
多
い
の
は
、

　

十
分
な
医
療
が
受
け
ら
れ
る
か

　

（
ヱ
ハ
・
三
％
）
、
生
き
が
い
を

　

持
っ
て
暮
ら
し
て
い
け
る
か

　

（
一
六
％
）
、
外
に
出
ら
れ
な
く

　

な
る
の
で
は
な
い
か
（
一
五
●

　

九
％
）
な
ど
で
す

　

当
市
は
、
高
齢
化
率
が
県
内
の

上
位
に
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す

ま
す
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う
が
増
加

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
寝
た
き
り
や
痴
ほ
う

は
人
と
の
触
れ
合
い
や
交
流
で
予

防
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高

齢
社
会
と
い
っ
て
も
元
気
な
人
が

多
け
れ
ば
、
恐
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

　

調
査
結
果
か
ら
、
高
齢
者
の
触

れ
合
う
場
づ
く
り
が
必
要
と
考
え

ら
れ
、
今
年
度
は
六
つ
の
地
区
で

モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
で
は
、
月
に
一
度
ぐ
ら
い

公
民
館
や
集
会
所
な
ど
に
集
ま
り

楽
し
く
生
き
生
き
と
し
た
時
間
を

過
ご
し
ま
す
。
行
政
と
地
域
が
協

力
し
て
取
り
組
み
、
地
域
ぐ
る
み

の
高
齢
者
対
策
と
し
て
根
付
く
よ

う
に
と
考
え
て
い
ま
す
。

ちょつと気になる栄養の話

　

高齢者が健康な体を維持して毎日元気

な生活を送るためには、バランスの良い

食生活が基本となります。

　

高齢になるとだ液の分泌が減ったり、

食べ物をかむ力が落ちたりと機能低下が

見られ、食事のバランスが崩れることが

あります。食べ物が飲み込みにくいと感

じたら、食事に十分な時間を掛け、適度

な水分を取ることに気を付けましょう。

　

調理する形態は、あんかけのように適

度なとろみのあるものが良いでしょう。

　

のどに付着するもの（のり・わかめな

ど）、むせやすいもの（酸味が強いもの、

香辛料、水分が多いもの）には気を付け

て楽しく食事しましょう。

皆さんの健康づくりを後押しします．保健センター（豊65・7333）



暮
ら
し
の

ア
芥
お
守
ス

全身洗浄料

　　

注意したい使い過ぎ

　
　

「
ボ
デ
ィ
ソ
ー
プ
」
「
ボ
デ
ィ
シ
ャ
ン
プ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
入
浴
時
に
使
う
液
体
の
全
身
洗
浄
料
が
、
市
販
さ
れ

て
い
ま
す
。
風
呂
に
入
る
よ
り
も
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
、

タ
オ
ル
よ
り
も
ス
ポ
ン
ジ
や
ブ
ラ
シ
を
使
う
と
い
う
若
い

人
た
ち
に
好
ま
れ
、
販
売
量
も
伸
び
て
い
ま
す
。
固
形
（
化

粧
）
せ
っ
け
ん
と
は
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

せ
っ
け
ん
と
の
違
い
は
？

　

全
身
洗
浄
料
と
化
粧
せ
っ
け
ん

は
、
体
の
汚
れ
や
あ
か
な
ど
を
落

と
し
て
清
潔
に
す
る
と
い
う
目
的

は
同
じ
で
す
が
、
成
分
や
製
造
方

法
が
違
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
動
物

性
の
油
脂
を
原
料
に
し
て
い
ま
す
。

化
粧
せ
っ
け
ん
は
脂
肪
酸
ナ
ト
リ

ウ
ム
を
、
全
身
洗
浄
料
は
脂
肪
酸

カ
リ
ウ
ム
を
主
成
分
と
し
て
作
ら

れ
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

せ
っ
け
ん
に
使
用
さ
れ
る
脂
肪
酸

ナ
ト
リ
ウ
ム
が
固
形
や
粉
末
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
脂
肪
酸
カ
リ
ウ

ム
は
液
体
に
な
り
や
す
い
と
い
う

性
質
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、

目
的
に
応
じ
て
添
加
剤
が
配
合
さ

れ
て
い
ま
す
。
添
加
剤
は
、
化
粧

せ
っ
け
ん
よ
り
も
全
身
洗
浄
料
に

多
く
入
っ
て
い
ま
す
。

　

使
い
心
地
を
比
べ
る
と
、
全
身

洗
浄
料
の
方
が
化
粧
せ
っ
け
ん
よ

り
も
泡
立
ち
は
良
い
よ
う
で
す
が
、

添
加
剤
が
多
い
た
め
、
人
に
よ
っ

て
は
皮
膚
へ
の
刺
激
を
感
じ
る
こ

と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

表
示
の
義
務
付
け
は
？

　

化
粧
せ
っ
け
ん
や
全
身
洗
浄
料

は
、
薬
事
法
の
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
原
材
料
に
お
い

て
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
の
人
に
皮

膚
障
害
を
起
こ
す
恐
れ
の
あ
る
指

定
成
分
の
表
示
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
指
定
成
分

以
外
の
原
材
料
（
成
分
）
名
な
ど

の
表
示
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
用
品
品
質
表
示
法

の
対
象
と
な
っ
て
い
る
台
所
用
や

洗
濯
用
の
洗
剤
と
違
っ
て
、
せ
っ

け
ん
・
合
成
洗
剤
の
別
、
用
途
、

液
性
（
酸
性
、
ア
ル
カ
リ
性
、
中

性
）
な
ど
の
詳
し
い
表
示
も
義
務

付
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

詰
め
替
え
用
の
利
用
を
I
・

　

海
藻
エ
キ
ス
ー
ア
ロ
エ
な
ど
の

成
分
や
香
り
を
う
た
っ
た
全
身
洗

浄
料
が
多
く
出
回
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
価
格
は
、
化
粧
せ
っ
け

ん
と
比
較
す
る
と
割
高
の
よ
う
で

す
。
ま
た
、
容
器
が
ゴ
ミ
に
な
る

こ
と
が
あ
る
た
め
、
詰
め
替
え
用

の
も
の
を
購
入
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
’
つ
。

体
を
守
る
皮
脂

　

体
の
皮
膚
を
覆
っ
て
い
る
皮
脂

や
皮
膚
に
住
み
つ
い
て
い
る
細
菌

類
は
、
ウ
イ
ル
ス
や
病
原
菌
な
ど

か
ら
私
た
ち
の
体
を
守
る
働
き
を

し
て
い
ま
す
。
体
を
洗
い
過
ぎ
る

と
、
皮
脂
を
失
っ
て
「
ド
ラ
イ
ス

キ
ン
」
と
い
う
か
さ
か
さ
の
肌
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

は
高
齢
者
に
多
く
み
ら
れ
ま
し
た

が
、
最
近
は
若
い
人
に
も
多
く
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
の
も
の
を
使
う
に
し

て
も
、
皮
膚
に
必
要
な
細
菌
類
や

皮
脂
な
ど
も
一
緒
に
洗
い
流
し
て

し
ま
う
の
で
、
洗
い
過
ぎ
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
よ
う
。

化粧石けん・全身洗浄料の成分

主成分 添加剤

抜

蓉
ん

脂肪酸

ナトリウム

など

安定剤、防腐剤

酸化防止剤

香料など

｜ 脂肪酸

カリウム

など

防湿剤、増粘剤、安定剤

防腐剤、殺菌剤、香料

酸化防止剤

顔生活に関するご相談は5韻者楸センターへ豊66・1111内線464（Iふ；）



市民吻

ペー但

■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

蕨生っ子田、田植え

＜“るーぶ登場 篠座獅子舞保存会

歴
史
あ
る
里
神
楽
を
伝
え
続
け
た
い

　

篠
座
獅
子
舞
保
存
会
は
、
七
百

年
前
に
始
ま
つ
た
と
い
わ
れ
る
篠

座
神
社
の
里
神
楽
（
獅
子
舞
）
を

復
活
し
、
活
動
し
て
い
る
青
年
た

ち
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

篠
座
神
社
の
里
神
楽
は
、
市
内

に
伝
わ
る
里
神
楽
の
手
本
と
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
後
継
者
不
足

の
た
め
、
十
二
年
に
一
回
行
わ
れ

る
篠
座
神
社
の
ご
開
帳
で
、
舞
わ

れ
る
だ
け
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
七
年
に
行
わ
れ
た
ご
開
帳

で
、
里
神
楽
を
舞
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
に
な
り
「
地
域
の
伝
統
あ

る
里
神
楽
を
続
け
て
い
こ
う
」
と

有
志
が
集
ま
り
、
篠
座
獅
子
舞
保

存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

発
足
し
て
か
ら
毎
年
少
し
ず
つ

会
員
が
増
え
、
現
在
は
十
七
人
。

　
　

「
長
い
間
途
絶
え
て
い
た
里
神

楽
な
の
で
、
昔
舞
っ
て
い
た
先
輩

た
ち
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
練
習

を
重
ね
て
い
ま
す
。
里
神
楽
の
基

本
は
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

素
振
り
や
舞
い
が
人
そ
れ
ぞ
れ
微

妙
に
違
う
た
め
、
ま
と
め
る
の
に

苦
労
し
て
い
ま
す
」
と
、
天
狗
役

を
務
め
る
会
長
の
松
山
善
四
郎
さ

ん
。

　

毎
年
、
里
神
楽
を
舞
う
四
月
に

な
る
と
、
午
後
七
時
す
ぎ
に
み
ん

な
が
集
ま
っ
て
練
習
を
し

ま
す
。
ま
だ
肌
寒
い
時
期

で
す
が
、
大
粒
の
汗
。
み

ん
な
真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
年
も
四
月
二

十
日
に
里
神
楽
が
舞
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
里
神
楽
は
、
新

し
い
試
み
と
し
て
夜
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
舞
台
で

開
催
。
幻
想
的
な
雰
囲
気

で
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

　
　

「
里
神
楽
を
復
活
し
て

地
域
の
人
た
ち
、
特
に
お

年
寄
り
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
こ

と
や
、
少
し
ず
つ
会
員
が
増
え
て

い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
里

神
楽
は
伝
統
あ
る
行
事
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。
二
十
代
の
若
い
人
が

も
っ
と
保
存
会
に
入
っ
て
く
れ
れ

ば
と
思
い
ま
す
」
。
無
事
に
舞
い

終
わ
り
、
松
山
さ
ん
は
流
れ
る
汗

を
ぬ
ぐ
い
ま
し
た
。

『
哲
学
す
る
赤
ち
ゃ
ん
』

『
チ
コ
』

　

こ
の
世
の
中
で
人
間
だ
け
が
で

き
る
事
は
何
で
し
ょ
う
？

　

そ
れ
は
想
像
す
る
こ
と
で
す
。

目
に
見
え
な
い
も
の
を
見
る
こ
と

で
す
。
で
も
人
間
は
、
こ
の
想
像

す
る
こ
と
を
、
自
分
た
ち
の
目
先

の
未
来
だ
け
に
使
っ
て
き
た
よ
う

で
す
。
そ
し
て
そ
の
付
け

が
回
っ
て
き
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
が
産
声
を
上

げ
、
肺
に
初
め
て
空
気
が

入
り
ま
す
。
そ
の
空
気
が

汚
れ
て
い
る
…
。
早
く
も

の
ど
や
肺
を
汚
し
て
し
ま

う
の
で
す
。
一
度
も
き
れ

い
な
空
気
を
吸
う
こ
と
な

く
生
き
る
こ
と
に
な
る
の

で
す
。
こ
の
こ
と
を
誰
が

考
え
る
の
で
し
ょ
う
。
赤

ち
ゃ
ん
に
「
自
分
の
こ
と

は
自
分
で
考
え
ろ
」
と
て

も
い
い
ま
す
か
？

　

大
人
が
平
気
で
続
け
た

自
然
破
壊
は
、
結
局
人
間
に
被
害

を
も
た
ら
す
と
い
う
形
で
返
り
ま

す
。
し
か
も
、
一
番
大
切
に
守
っ

て
い
く
べ
き
子
ど
も
た
ち
へ
、
容

赦
な
く
返
っ
て
き
ま
す
。
想
像
で

き
る
は
ず
の
人
間
が
、
な
ぜ
デ
ー

タ
ー
を
目
の
前
に
突
き
付
け
ら
れ

る
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
の
で
し

ょ
う
。
気
付
か
な
い
振
り
を
し
て

い
た
だ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
紹
介
す
る
二
冊
は
、
子
ど

も
に
人
気
が
あ
る
絵
本
作
家
の
コ

ン
ビ
に
よ
る
も
の
で
、
環
境
問
題

を
未
来
の
大
人
た
ち
と
現
在
の
大

人
た
ち
に
語
り
か
け
て
い
る
本
で

す
。
『
チ
コ
』
は
特
に
大
人
に
読

ん
で
欲
し
い
童
話
と
し
て
、
朝
日

新
聞
の
天
声
人
語
に
も
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

「チコ」1

グランまま社

『哲学する赤ちゃん』

秋書房

両図書ともなかえよしを作上野紀子絵
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私屯，ベrXこ，そ

駅
東
公
園
の
一
部
を
文
化
会
館
の
駐
車
場
に
し
て

Q

　

私
は
い
ろ
い
ろ
な

活
動
で
、
よ
く
文
化

会
館
を
利
用
し
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、
文
化
会
館
の
駐
車
場

が
狭
い
た
め
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
大

き
な
大
会
な
ど
が
あ
る
と
き
は
、

ち
ょ
つ
と
遅
れ
る
と
い
つ
も
駐
車

場
が
い
つ
ぱ
い
で
す
。
周
辺
の
道

路
ま
で
車
が
あ
ふ
れ
て
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
徒
歩
や
自

転
市
ま
を
利
用
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
遠
く
か
ら
来
る
人
も
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

文
化
活
動
が
盛
ん
な
現
在
、
会

館
の
前
と
横
だ
け
で
は
、
駐
車
場

と
し
て
少
し
狭
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
会
館
の
南
側
に
あ
る
駅
東
公

園
の
一
部
で
も
よ
い
で
す
か
ら
、

駐
車
場
に
し
て
利
用
で
き
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。
（
市
内
主
婦
）

A

　

文
化
会
館
の
駐
車

場
は
、
現
在
七
十
五

台
分
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
会
館
利
用
者
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
、
会
館
周
辺
の
道
路
や

空
き
地
な
ど
へ
の
駐
車
が
多
く
な

っ
て
、
周
辺
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

会
館
南
側
に
あ
る
駅
束
公
園
の

一
部
を
駐
車
場
に
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
公
園
の
設
置
や
改
良
を

担
当
す
る
市
都
市
計
画
課
と
協
議

し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
こ
の
駅
東
公
園
は

都
市
公
園
と
し
て
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
や
触
れ
合
い
の
場
と
し

て
地
域
の
人
た
ち
に
か
け
が
い
の

な
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
か
ら
、
都
市
計
画
決
定
を
変
更

し
て
、
公
園
の
一
部
を
駐
車
場
に

す
る
こ
と
は
、
周
辺
環
境
の
保
全

と
い
う
視
点
か
ら
も
、
不
可
能
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
館
の
駐
車
場
が
満
車
の
場
合

に
は
、
駅
東
集
会
場
横
の
市
営
美

里
駐
車
場
か
、
少
し
遠
く
な
り
ま

す
が
J
R
越
前
大
野
駅
横
の
市
営

駐
車
場
、
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
文
化
振
興
室
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
I
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
唇
9
1
2
－
8
6

6
6
大
野
市
天
神
町
一
－
－

市
役
所
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴

係
」
で
す
。

W綺宙

吹
奏
楽
生
活
四
十
周
年
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
催

宮
内
t
昌
彦
さ
ん
（
5
3
歳
存
‐
ニ
ド
目
）

　

宮
内
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
二
年

に
旧
有
終
中
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
部
に
入
っ
て
以
来
、
吹
奏
楽
と

の
か
か
わ
り
が
四
十
一
年
に
な
り

ま
す
。
大
野
高
校
時
代
に
は
、
そ

れ
ま
で
な
か
っ
た
吹
奏
楽
部
を
結

成
し
た
初
代
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で

し
た
。
現
在
も
、
大
野
市
民
吹
奏

楽
団
発
足
時
か
ら
務
め
て
い
る
楽

団
の
常
任
指
揮
者
、
ま
た
ホ
ル
ン

奏
者
、
音
楽
指
導
者
と
し
て
活
躍

中
で
す
。

　
　

「
吹
奏
楽
の
魅
力
は
、
一
言
で

言
い
表
せ
ま
せ
ん
。
ナ
マ
の
息
づ

か
い
、
迫
力
が
音
を
通
じ
て
心
に

染
み
込
ん
で
く
る
。
や
っ
て
み
な

い
と
分
か
ら
な
い
独
特
の
快
感
が

あ
り
ま
す
」
と
、
と
て
も
に
こ
や

か
で
し
た
。

　

四
月
十
八
日
、
吹
奏
楽
生
活
四

十
周
年
を
記
念
し
て
リ
サ
イ
タ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

「
自
分
が
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
と
い

う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
四
十

年
間
と
い
う
時
の
中
で
、
多
く
の

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

リ
サ
イ
タ
ル
は
、
自
分
ば
か
り
で

な
く
、
関
係
者
み
ん
な
の
思
い
も

含
ま
れ
、
深
み
が
あ
る
も
の
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
二
時
間
で
し

た
が
、
本
当
の
満
足
感
と
い
う
も

の
を
経
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
、
ま
す
ま
す
情
熱
的
な
宮

内
さ
ん
で
し
た
。

商工業実態基本調査（製造業、卸売●小売、飲食店）

調査日は6月30日

　

通商産業省では、中小企業の多様な活動実態を把握し、施策の基礎資料とするため、6月30日を

調査日として商工業実態基本調査を実施します。

　

調査は、全国の製造業、卸売・小売業および飲食店の事業所を持つ企業を範囲として、無作為抽

出法により選ばれた企業が指定されます。指定された企業へは、調査員が調査票の配布・回収にお

伺いしますので、ご協力をお願いします。

　

回収された調査票は、法律により厳重に保管されるとともに統計的に処理され、記入した企業に

不利益になることはありません。

問い合わせ先市役所総務課情報管理係（豊66・1111内線437）



まずはやっこみよう情報公開

市民が体験ツアーに参加

　

4月1日から始まった大野市情報公開条例

を体験しようと、市民グループ「にんげんク

ラブ福井」のツアーが4月23日に開催され、

制度に関心を持つ市民が参加しました。参加

した市民ら14人は、まず市の担当職員から制

度の内容や請求書類の書き方などの説明を受

けました。この後、窓口となる市役所1階の

行政資料室で、参加者の市民2人が実際に公

文書公開の申し出をしました。

旬の味覚を一堂に集め

七間朝市山菜フードピア開催

　

5月9・10日の両目、春の風物詩としてす

っかり定着した七間朝市山菜フードピアが開

催されました。採りたてのウド・ワラビ・フ

キ・タケノコなどが会場に並べられ、旬の味

覚を求める観光客でにぎわいました。ことし

は好天で生育が早く、並べられた山菜の量は

やや少なめでしたが良い品ばかり。訪れた観

光客にはとても好評でした。

若いず1の活躍苓期待します

新規学卒者の地元就職を歓迎

　

市内の企業に就職した新社会人を招き新規

学卒者就職歓迎会が4月24日、有終会館で開

催されました。この春、高校や大学を卒業し

た85人が参加し、市や企業関係者から「将来

の大野を担う若い力の活躍を期待します」と

激励を受けました。最後に新社会人を代表し。

JΛ大野市の佐中博一さんが「地元企業に就

職できたことに喜びを感じながら精進してい

きたい」と力強く決意を述べました。

勁備回底場秘書広報課広報広聴係豊66・1111



話遇回底詣
個性を尊重した子育て

福井大学の松木健一さん講演

　　

「個性を尊重した子育て」をテーマに4月

24日、有終会館で福井大学助教授の松木健一

さんの講演が行われました。子育てを行って

いる若い母親ら約70人が参加。現実のテーマ

として熱心に聞き入っていました。松木さん

は、ビデオも利用しながら親の子どもへの期

待と個性の尊重、注意のし過ぎ、早期教育な

どについて問題を提起し、最後に「育児とは、

人として大きくなる力を身につけさせること

である」とまとめました。

在宅の障害者も外で楽しもう

中島公園でふれあい広場

　

5月10日に麻那姫湖青少年旅行村中島地区

（中島公園）で、在宅障害者ふれあい広場が

開催されました。市内の在宅障害者98人が参

加。新緑の中島公園で外の空気を胸いっぱい

吸って、みんな生き生きとしていました。参

加者たちは、ボランティアの人たちと一緒に

レクリエーションやバーベキューを楽しみな

がら、日ごろの情報交換などを行い交流を深

めていました。

琴の生演奏を聴きながら
旧内山家で抹茶を味わう

　

武家屋敷旧内山家では4月から10月までの

期間中毎週土・日曜日と祝日に抹茶を味わう

ことができますが、ゆったりとした雰囲気の

中で歴史に触れてもらおうと5月3日、特別

な催しが行われました。この日はいつもと違

い開館時から琴の音色が流れていました。訪

れた人たちは、初めちょっと驚いていました

がすぐにこの演出に感激。琴の生演奏を聴き

ながらゆっくりと抹茶を味わっていました。

身折，な話芦，をお知らせください。



お
知
ら
せ

6月

●
放
送
大
学
（
教
養
学
部
）

　

1
0
月
入
学
の
学
生
を
募
集

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
と
ラ
ジ

オ
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規

の
大
学
で
す
。
全
科
履
修
生
と
し

て
卒
業
す
る
と
、
学
士
（
教
養
）

の
学
位
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

放
送
大
学
福
井
地
域
学
習
セ
ン

タ
ー
で
は
、
1
0
月
か
ら
授
業
を
開

始
す
る
平
成
1
0
年
度
第
2
学
期
の

学
生
を
募
集
し
ま
す
。

入
学
資
格
1
8
歳
以
上

募
集
学
生
全
科
履
修
生
（
卒
業

　

を
目
指
す
学
生
）
、
選
科
履
修

　

生
（
1
年
間
在
学
）
、
科
目
履

　

修
生
（
6
ヵ
月
在
学
）

募
集
期
間
6
月
1
5
日
⑥
～
8
月

　

1
5
日
①

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
放

送
大
学
福
井
地
域
学
習
セ
ン
タ

ー
（
〒
9
1
0
1
0
0
0
5
福

井
市
大
手
3
－
H
－
1
7
県
民
会

館
内
a
0
7
7
6
・
2
2
・
6

3
6
1
）

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　

出
店
者
募
集

　

市
消
費
者
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す
。

日
時
6
月
2
7
日
①
午
後
1
時
～

　

3
時

場
所
有
終
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル

申
し
込
み
専
用
の
申
し
込
み
用

　

紙
で

出
店
料
5
0
0
円

出
店
条
件
業
者
（
プ
ロ
）
は
認

　

め
ま
せ
ん

申
込
締
切
日
6
月
1
7
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
生
活
環
境
課
（
容
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
4
）

●
押
し
花
教
室
を

　
　
　
　
　

開
催
し
ま
す

　

お
気
に
入
り
の
草
花
を
押
し
花

に
し
て
残
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
7
月
3
日
～
3
1
日
の
毎
週

　

金
曜
日
午
後
7
時
3
0
分
～
（
計

　

5
回
）

場
所
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

講
師
井
南
洋
子
さ
ん

受
講
料
材
料
実
費
程
度

準
備
物
ピ
ン
セ
ッ
ト
（
先
の
四

　

角
い
も
の
）
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ

　

フ
、
は
さ
み
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

　

新
聞
紙
、
敷
物

申
し
込
み
方
法
直
接
申
込
先
へ

　
　

（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き

　

ま
せ
ん
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
豊
6
5
・

　

7
2
2
1
）

●
粗
大
ご
み
持
ち
込
み

　

特
別
受
け
付
け

　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

平
日
に
粗
大
ご
み
の
持
ち
込
み
が

で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
特
別
受

け
付
け
を
行
い
ま
す
。

日
時
6
月
7
日
⑨
午
前
8
時
3
0

　

分
～
午
後
4
時

対
象
物
自
転
車
、
家
電
製
品
な

　

ど
の
粗
大
ご
み
（
燃
や
せ
る
粗

　

大
ご
み
は
縦
8
0
門
、
横
8
0
門
程

　

度
に
し
て
く
だ
さ
い
）

対
象
と
な
ら
な
い
物
農
機
具
類

　

な
ど
の
産
業
廃
棄
物

手
数
料
有
料

そ
の
他
粗
大
ご
み
は
、
ご
み
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
な
い
で
く

　

だ
さ
い

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
豊
6
5
・

　

6
1
2
0
）

人権擁護委員制度をご存じですか

　

6月1日は、人権擁護委員法が施行された日です。

最近、個人の権利意識や価値観の多様化により、自己の

人権のみを主張し、他人の人権を軽視する風潮が見受け

られ、いろいろな形の人権問題が起きています。これら

の人権問題の解決のためには、家庭や学校、地域社会な

どさまざまな場で一人ひとりが人権とは何かということ

を考え、人権尊重の意識を高めることが必要です。法務

省と全国人権擁護委員連合会では「考えようあなたの

人権わたしの人権一世界人権宣言50周年－」を啓発活

動重点目標に掲げ、積極的な啓発活動を展開しています。

　

次の人権擁護委員に気軽に相談ください。相談は無料

で、秘密は守られます。

　　

多田正則伏石16－667・1491

　　

広瀬敏子元町1－1166・2322

　　

安川昭一下舌17－2266・4641

　　

松田まつ枝要町1－1466・0823

　　

土本丈子中野7－166・3706

　　

杉本敏憲木本50－1864・1537（敬称略）

　

問い合わせ先大野人権擁護委員協議会

　　　

（福井地方法務局大野支局内66－2249）まで

交通
安全

４
r

小
学
校
登
下
校
の

　
　
　
　

安
全
に
つ
い
て

　

新
入
生
も
は
や
二
ヵ
月
が
過

ぎ
て
、
学
校
の
生
活
に
も
慣
れ

緊
張
が
緩
み
か
け
た
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち

の
登
下
校
を
よ
り
安
全
な
も
の

に
し
て
い
く
た
め
、
計
画
的
な

指
導
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
指
導

を
学
校
だ
け
に
任
せ
る
の
で
は

な
く
、
一
度
親
子
で
通
学
路
を

歩
い
て
、
安
全
確
認
を
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

一
駆
け
出
し
、
飛
び
出
し
を

　

し
な
い

こ
横
断
歩
道
は
、
い
っ
た
ん

　

止
ま
っ
て
左
右
確
認
を
す
る

三
信
号
機
の
あ
る
横
断
歩
道

　

で
は
、
青
で
も
安
全
を
確
認

　

す
る

四
両
手
に
荷
物
を
持
つ
と
、

　

と
っ
さ
の
安
全
行
動
が
で
き

　

な
い
の
で
避
け
る

五
雨
の
日
な
ど
で
も
視
界
を

　

十
分
確
保
す
る

六
決
め
ら
れ
た
通
学
路
を
歩

　

き
、
寄
り
道
せ
ず
に
帰
る

　

こ
れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
、
雨

の
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
車
を

運
転
す
る
人
も
歩
行
者
も
十
分

な
視
界
を
確
保
し
て
、
交
通
安

全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



●INFORMATION

・
国
民
年
金
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

　

県
で
は
、
国
民
年
金
に
関
す
る

標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
者
に
賞
状
と
副
賞
、
応
募

者
全
員
の
中
か
ら
抽
選
で
5
0
人
に

テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
が
当
た
り
ま
す
。

応
募
方
法
●
応
募
先
は
が
き
に

　

標
語
（
一
人
2
点
ま
で
）
と
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

　

を
記
入
し
、
〒
9
1
0
－
8
5

　

8
0
県
国
民
年
金
課
内
標
語

　

募
集
係
ま
で
送
付

締
め
切
り
6
月
3
0
日
収

問
い
合
わ
せ
先
県
国
民
年
金
課

　

企
画
係
（
a
0
7
7
6
・
2
1
・

　

1
1
1
1
内
線
9
乙
’
J
D
只
）
Q
り
）

・
小
・
中
・
高
校
生
夏
休
み

　

国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

　

扉
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

「
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
小
学
4
年
生
～
高
校
3
年

　

生
期
間
7
月
2
1
日
吉
～
2
5
日
①

場
所
小
学
生
＝
静
岡
県
立
朝
霧

　

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
▼
中
・
高

　

校
生
＝
山
梨
県
立
本
栖
湖
青
少

　

年
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
日
7
月
3
日
③

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先
諦

　

国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
〒
1

　

6
0
1
0
0
0
4
東
京
都
新
宿

　

区
四
谷
2
－
H
大
村
ビ
ル
3
階

　

0
3
・
3
3
5
9
・
8
4
2
1

●
手
話
を
習
い
ま
せ
ん
か

　

大
野
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
初
級
手

話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
6
月
m
一
日
～
8
月
口
一
日
の

　

毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
～
9
時

　

（
計
1
0
回
）

場
所
有
終
会
館
1
0
7
号
室

受
講
料
無
料

申
込
締
切
日
6
月
1
0
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
a

　

？
8
7
7
3
）

●
か
ん
ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

作
品
募
集

　

郵
便
局
で
は
、
簡
易
保
険
な
ど

を
テ
ー
マ
に
し
た
「
第
3
7
回
か
ん

ぽ
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
小
学
5
年
生
～
中
学
3
年

　

生

テ
ー
マ
課
題
A
＝
簡
易
保
険
に

　

関
係
が
あ
る
も
の
▼
課
題
B
＝

　

私
の
夢
（
小
学
生
）
・
生
き
る

　

つ
て
な
ん
だ
ろ
う
～
命
の
尊
さ
、

　

生
き
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
な

　

ど
～
（
中
学
生
）
▼
自
由
題
＝

　

日
ご
ろ
考
え
て
い
る
こ
と
、
思

　

っ
て
い
る
こ
と
、
感
動
し
た
こ

　

と
な
ど

応
募
規
定
4
0
0
字
詰
め
原
稿

　

用
紙
3
～
5
枚

締
め
切
り
6
月
3
0
日
収

応
募
●
問
い
合
わ
せ
先
大
野
郵

　

便
局
保
険
課
（
豊
6
6
・
3
1
0

　

0
）

●
活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
　

県
政
広
聴
員
制
度

　

県
で
は
、
小
学
校
単
位
で
右
の

表
の
と
お
り
県
政
広
聴
員
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
身
近
な
ご
意
見
●

提
案
な
ど
な
ん
で
も
近
く
の
広
聴

員
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
県
広
報
課
県
民

　

相
談
室
（
豊
0
7
7
6
・
2
1
・

　

1
1
1
1
内
線
2
0
8
2
．
2

　

0
8
3
）

・
サ
マ
ー
求
人
企
業
説
明
会

　

来
年
卒
業
の
高
校
生
の
保
護
者

や
大
学
・
専
修
学
校
生
な
ど
を
対

象
と
し
て
、
企
業
の
説
明
会
・
面

接
会
を
開
き
ま
す
。
現
在
職
を
探

し
て
い
る
人
も
ど
う
ぞ
。
説
明
会

へ
の
参
加
企
業
も
募
集
し
ま
す
。

日
時
7
月
1
2
日
⑧
午
前
9
時
3
0

　

分
～
正
午

場
所
J
A
勝
山
市

企
業
参
加
の
締
め
切
り
6
月
C
＼
J

　

日
②

問
い
合
わ
せ
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

大
野
（
容
6
6
●
2
4
0
8
）

市県民税の第1期が7月に

～税額通知、納期が遅れます～

　

国の総合経済対策による追加特別減税の実施で、平成10年度市県

民税の税額通知、納期が例年より1ヵ月遅れます。これに伴い所

得・課税証明の発行時期も遅れますので注意してください。

　

変更後の時期

　　　

税額通知7月中旬（例年6月中旬）

　　　

第1期納期7月31日（例年6月30日）

　　　

所得・課税証明7月中旬（例年6月中旬）

　

ただし、特別徴収（給料天引きで会社から住民税を納付）の人に

ついては、所得・課税証明の発行時期は6月中旬（例年5月中旬）

になります。

～全期前納は1期が無くても31日まで～

　

市県民税の第1期納期内に、第2・3・4期分を合わせて納める

全期前納をすると前納報奨金が交付されます。全期前納を希望する

人は、減税により第1期の税額が無い場合でも、必ず7月31日まで

に税額通知に同封の納付書で納めてください。

問い合わせ先市役所税務課市民税係（酋66・1111内線423）

平成10年度県政広聴員

校区 氏名 住所 電話

有終西 玄覚栄一 本町3－13 66・5639

有終南 新田景子 春日3－7－11 66・2631

有終南 神谷和美 若杉町1004 66●2470

有終東 山口浩児 有明町19一5 65・7719

下庄 堂東昭子 中野46－41 66・3710

乾側 伊藤和孝 牛ヶ原30－17 66●5998

小山 安間敏子 南春日野34－7－165・6525

上庄 金森睦麿 友兼5－2 64・1637

富田 廣田憲範 上野68－1 66・0890

森目 松田猛夫 新河原4ー52 65・1003

蕨生 帰山夏賞 下唯野24－10－3 65・0310

阪谷・六呂師多田彦嗣 松丸29ー5 67・1518

阪谷・六呂師多田酉子 松丸29ー5 67・1258
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蔵
の
屋
根
を
破
っ
た
ナ
ン
テ
ン

保
格
保
則
さ
ん
（
下
丁
）

　

下
丁
の
保
格
保
則
さ
ん
（
四
十
六
歳
）
の

宝
は
、
蔵
の
屋
根
を
破
る
ま
で
大
き
く
な
っ

た
ナ
ン
テ
ン
の
木
で
す
。

　

こ
の
ナ
ン
テ
ン
は
、
蔵
の
南
側
に
生
え
て

い
ま
す
。
ご
く
普
通
の
ナ
ン
テ
ン
で
す
が
、

蔵
の
下
屋
部
分
の
付
け
根
付
近
に
、
ち
ょ
っ

と
小
ぶ
り
の
ナ
ン
テ
ン
が
見
え
ま
す
。

　

蔵
の
下
屋
か
ら
生
え
て
き
た
よ
う
に
見
え

る
ナ
ン
テ
ン
は
、
下
の
ナ
ン
テ
ン
が
蔵
の
壁

の
中
を
通
っ
て
出
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
　

「
蔵
は
、
祖
父
が
購
入
し
た
も
の
だ
と
聞

い
て
い
ま
す
。
ナ
ン
テ
ン
は
、
私
か
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
あ
り
ま
し
た
が
、
い
つ
ご
ろ
植

え
ら
れ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
祖
父
が
蔵

を
購
入
し
た
と
き
、
建
物
の
魔
除
け
と
い
う

こ
と
で
植
え
た
の
で
し
ょ
う
」
と
、
子
ど
も

の
こ
ろ
を
振
り
返
る
保
格
さ
ん
。

　
　

「
そ
こ
に
ナ
ン
テ
ン
が
あ
る
こ
と
が
普
通

に
な
っ
て
い
て
、
特
に
思
い
入
れ
と
か
、
愛

着
と
い
う
こ
と
を
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ナ
ン
テ
ン
が
蔵
の
屋
根
を
破
っ
て
出
て

き
た
の
は
十
年
ほ
ど
前
で
し
た
。
驚
き
ま
し

た
が
、
切
ろ
う
と
思
っ
た
こ
と
は
な
い
で
す

ね
」
と
に
こ
や
か
で
し
た
。

　
　

「
ナ
ン
テ
ン
の
葉
は
毒
消
し
の
効
果
が
あ

り
、
お
赤
飯
を
重
箱
に
詰
め
た
と
き
に
は
、

今
で
も
こ
の
木
の
葉
を
入
れ
る
ん
で
す
よ
」

と
奥
さ
ん
も
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。
蔵
と
と
も
に

保
格
さ
ん
一
家
を
見
守
っ
て
き
た
ナ
ン
テ

ン
、
す
っ
か
り
生
活
の
一
部
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
し
た
。

　
　

「
こ
の
ナ
ン
テ
ン
の
屋
根
を
突
き
破
る
ほ

ど
の
力
強
さ
を
、
私
た
ち
も
見
習
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
保
格
さ
ん
は
ナ
ン
テ

ン
を
見
上
げ
ま
し
た
。

市民のうごき

5月1日現在 前月比

世帯数 11，616世帯 27世帯

人口 41，048人 11人

内訳
男 19，675人 6人

女 21，373人 5人

4月中の異動
転入 117人 出生 34人

転出 104人 死亡 36人

市内の交通事故状況（9ヵ、6才）

件数内訳
平成10年

4月末

平成9年

4月末
比較

総件数 172件 215件 △43件

人
身

事
故

件数 57件 49件 8件

死者 O人 2人 △2人

傷者 77人 72人 5人

物損事故 口5件 166件 △51件

表
紙
の
こ
と
ば

　

五
月
十
四
日
、
真
名
川
の
八

千
代
橋
下
で
稚
ア
ユ
の
放
流
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ア
ユ
の
友
釣

り
は
、
大
野
音
頭
に
も
歌
わ
れ

る
夏
の
風
物
詩
で
す
。
稚
ア
ユ

が
真
名
川
や
九
頭
竜
川
の
清
流

で
大
き
く
育
ち
、
ア
ユ
漁
が
解

禁
と
な
る
の
は
六
月
二
十
七
日

の
予
定
。
太
公
望
の
皆
さ
ん
、

も
う
少
し
の
辛
抱
で
す
。

編
集
後
記

　

六
月
は
市
長
選
挙
と
市
議
会

議
員
補
欠
選
挙
。
七
月
に
は
参

議
院
議
員
選
挙
と
続
き
ま
す
。

公
職
選
挙
法
の
改
正
で
投
票
が

し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
政
治

不
信
、
無
関
心
な
ど
の
理
由
で

投
票
率
が
低
い
よ
う
で
す
が
、

そ
れ
で
は
一
歩
も
前
へ
進
み
ま

せ
ん
。
自
分
た
ち
の
権
利
を
正

し
く
使
い
投
票
し
ま
し
よ
う
。

／IRQ？．i－

　

観
光
の
季
節
、
城
下

町
の
石
畳
道
を
軽
や
か

に
車
輪
の
音
が
通
る
。

ご
存
じ
越
前
こ
ぶ
し
組

の
人
力
車
の
活
動
が
頼

も
し
い
。
引
く
者
も
乗

る
人
も
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
、
ど
う
や
ら
様
に
な
っ

て
き
た
よ
う
だ
▼
二
年
前
の
八
年
六
月
一
日
に

産
声
。
初
車
・
力
丸
に
次
い
で
昨
年
夏
に
二
台

目
・
楽
丸
が
お
目
見
え
。
約
五
十
人
の
社
中
の

う
ち
車
夫
は
十
九
人
。
昨
年
旗
揚
げ
一
周
年
記

念
日
に
は
誕
生
日
と
じ
や
ん
け
ん
勝
ち
の
乗
客

た
ち
を
半
額
乗
車
で
歓
迎
し
た
。
残
念
な
が
ら

今
年
記
念
日
は
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
に
当
た
り
サ
ー

ビ
ス
デ
ー
な
し
だ
っ
た
が
、
よ
う
や
く
そ
の
存

在
感
も
定
着
し
て
き
た
▼
人
力
車
は
文
明
開
化

の
わ
が
国
人
の
独
自
発
案
に
な
る
唯
一
の
新
事

物
と
誇
れ
る
。
明
治
二
（
一
八
六
九
）
年
発
明

さ
れ
東
京
府
へ
の
願
書
に
は
人
車
と
あ
っ
た
が
、

翌
年
に
開
業
官
許
、
指
令
書
に
人
力
車
と
あ
り

通
称
と
な
っ
だ
の
が
最
初
。
同
七
年
の
「
新
聞

雑
誌
」
に
は
女
性
の
車
夫
も
登
場
し
た
と
あ
る

▼
福
井
で
は
同
五
年
、
当
時
の
足
羽
県
が
人
力

車
の
登
録
証
を
発
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
普
及

。
も
か
な
り
早
か
っ
た
か
。
同
年
本
県
最
初
の
新

聞
「
撮
要
新
聞
」
に
〈
大
阪
な
ど
か
ら
高
価
な

中
古
人
力
車
が
移
入
さ
れ
て
い
る
〉
と
の
記
事

も
み
え
て
い
る
▼
人
力
車
に
着
想
し
た
越
前
こ

ぶ
し
組
の
ア
イ
デ
ア
は
結
構
だ
し
、
今
は
欲
を

い
え
ば
女
性
車
夫
の
参
入
が
待
た
れ
る
。
と
と

も
に
そ
の
プ
ラ
ン
ー
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
周
辺

の
環
境
整
備
が
サ
ー
ビ
ス
課
題
だ
が
、
ふ
さ
わ

し
い
景
観
条
件
と
は
何
か
。
そ
れ
は
レ
ト
ロ
調

情
景
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
。
例
え
ば
I
そ
こ

に
し
か
な
い
花
の
並
木
道
と
か
も
。
（
M
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
（
豊
0
7
7
9
・
6
6
・
1
1
1
1
‐
）
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